
水と緑と花のまち

市政だより

昭和50年3月15日 No. 755 

交通事故相談日

3月25日(火)

市役所市民相談室

10時~ 15時
なるべく事故に関係の

書類をご持参下さい
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そろいのユカタ姿で楽しく踊りのサービスをするグループのみなさん

みんなで楽しく
ミ企 ，司--・ ---ヲー 土ょ三里堅 守守マ ー--・ --・4・ 4・・a・-・咽--.・ー・，吋'・ー

踊りの慰問
ー一 一ι

....... 註金...... ... 守守-----

民踊グループ

索後を鍵濠で32かiこ過すために
中地区老人民踊部、さ くら荘老人民踊部の有志50

人 (世話人森秀男さん)は、 2月28日清和園のお年

寄 りに踊りの慰問をしました。

日頃練習した成果をひろうして喜んでもらおうと 、

そろいのユカタ姿もあでやかに、 2 1曲も 踊 りの

サー ビスをしました。

お年寄 りも踊 りに合せて歌を口ずさんだ り、手拍

子を打って楽しいひとときを過し、大変感謝されま

した。

民踊部は 60歳以上の人ばかりで、老後を健康で

豊かに過し、あわせてストレス解消のため中地区で

は毎週 1回、さくら荘では全市の老人を対象に月 2

回八回・白水両先生の指導で練習をしています。
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長 立石直衛 印刷所/第一印刷

O 

ζ

乙

を

と

じ

て

く

だ

さ

も、

O 



(2) 

よい郷土

りおおむ

一票の自覚が築く
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つそくなを棄権

官軍ーーー一
号モー一一

投
票
日
の
当
日
ど
う
し
て
も
、

投
票
所
に
行
っ
て
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
人
は
、
そ
の
理
由
に

よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
議
会
議
員
立
候
補
予
定
者
の

説

A 
ヱミ

開

催

。
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

投

県
議
会
議
員
選
挙

明

四
月
二
十
七
日
執
行
予
定
の

市
議
会
議
員
選
挙
に
お
け
る
立

候
補
予
定
者
及
び
そ
の
関
係
者

を
対
象
に
、
選
挙
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。該

当
さ
れ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
出

席
下
さ
い
。

な
お
立
候
補
届
出
用
紙
な
ど

は
、
当
日
会
場
で
お
渡
し
し
ま

す。。
日
時

。
場
所

三
月
二
十
五
日
(
火
)

午
後
一
時
か
ら

中
地
区
公
民
館
講
堂

四
月
一
日

1
十
二
日

者

市
議
会
議
員
選
挙

今①

一一④

①

@

①

@

@

①

 

度

確

か

め

よ

う

在

四
月
十
七
日
l
二
十
六
日

県
議
会
議
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

四
月
十
三
日
執
行
の
県
議
会
議

員
選
挙
人
名
簿
を
次
の
と
お
り
縦

覧
に
供
し
ま
す
。

@
縦
覧
期
間

不

。※
不(十時
在土分間
者・ l は
投日午い
票 曜 後ず
のも五れ
場合時も
所む午

一)前
Jl、
時

い
-
弘
、
i
ι
1
2曜
織
譲
熊
桜
燈
湿
園
B
ペ
川町一ト…品川行活ハ一日ぷ
wmmwur

¥一一一一¥一三
機
~一
之
索
引

琴

平

岳

山

頂

に

記

念

植

樹

…

…一一ー
一
一一一
一)一一一日
一九一
議
畿
圏
圃
℃
イJ

齢

、

ι
i
h

JILtey
鍛
鱒
輔
鵬
際
額
一一
Y

勤

労

青

少

年

〉
十川区
々
細
菌
懸
隣
町誠
一w-

一
社
謀
議
闘
関
鰯
機
mur

全
国
緑
化
運
動
「
み
ど
り
の
月
毎
年
大
村
市
年
少
労
働
者
福
祉
一
問
、
市
か
ら
は
大
石
助
役
外
川

J
J
J
14
J
U
刊し九九
議
館
劇
鱗
繍
饗
勝

間
」
行
事
の
一
環
と
し
て
、
市
内
員
協
議
会
主
催
で
行
っ
て
い
る
も
担
当
者
な
ど
約
八
十
人
が
参
加
〈

一
一
一
議
震
医
繋
騒
繍
鱒
顧
で
働
く
勤
労
青
少
年
に
よ
り
二
ニ
の
で
、
大
村
市
商
臣
会
連
合
会
、
午
前
中
で
植
樹
を
終
り
昼
食
、

総
幽

鵬

醐

題

護

遺

関

線
機
繍
月
二
日
午
前
十
時
か
ら
琴
平
岳
山
大
村
市
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
、
大
休
憩
の
の
ち
、
午
後
一
時
か
ら
ん

叫
遡

鋼

院

審

韓

関

三

一

頂
一
帯
で
カ
エ
デ
、
山
モ
ミ
ジ
、
村
商
工
会
議
所
、
大
村
商
工
業
労

三
彩
の
里
を
見
学
し
、
午
後
二
~

一
ベ
マ

難

翻

欝

盤

櫨

壊

機

ケ
ヤ
キ
二
百
二
十
本
の
記
念
植
樹
務
対
策
協
議
会
、
大
村
ロ

l
タ
リ
時
過
ぎ
散
会
し
、
全
員
意
義
ゐ
一

一一一一
講

義

議

議

際

二

怒

(
写
真
)
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ー
ク
ラ
プ
、
第
六
回
合
同
厄
払
者
る
一
日
を
過
し
ま
し
た
。

図

よ

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

詳
し
く
は
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

-' 
~ 

フk

す

ま

い

も

ヲ包
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も

と一刻

宣言
フ7て

も

三
月
十
九
日

1
二
十
三
日

(
午
前
八
時
三
十
分
l

午
後
五
時
)

O
縦
覧
場
所

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
、
4 . . ， 、， . 
， 、
a . . ， 
‘ ， 、
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' 、， . 

。。。。。

お
出
か
け
は

。。。。。

一
声
か
け
て

。。。。。

カ
ギ
か
け
て

春
の
防
犯
運
動

実

施

中

3
月
刊
日
J
4
月
9
日

。
重
点

-
侵
入
盗
犯
の
予
防

-
少
年
非
行
の
防
止

-
行
楽
地
な
ど
に
お
け
る
事
件

事
故
の
防
止

。
留
意
点

『
あ
き
巣
』
、
『
忍
び
込
み
』

な
ど
の
侵
入
盗
犯
が
発
見
さ
れ
て

強
盗
事
件
に
早
変
り
す
る
と
い
う

ケ

l
ス
も
あ
り
ま
す
。
お
出
か
け

の
際
の
声
か
け
、
お
や
す
み
時
の

戸
締
り
に
は
十
分
ご
注
意
下
さ
い

…
画
圏
閣
盤
…

不
在
者
投
票
の
手
続

ω
山

~
①
入
院
な
ど
の
場
合
指
定
さ

九

れ
た
病
院
施
設
な
ど
で
投
山

票
す
る
場
合

前
述
の
①
と
同
様
に
選
挙
~

の
当
日
投
票
所
に
行
っ
て
投
へ

v

票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
~

と
を
申
し
出
て
当
該
指
定
病

~

V

院
な
ど
で
不
在
者
投
票
を
す
V

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
投
票
用
紙
な
ど
~

の
請
求
は
直
接
ま
た
は
郵
便
V

で
も
で
き
ま
す
が
、
病
院
な
V

山
ど
の
指
定
さ
れ
た
不
在
者
投
山

川
票
管
理
者
が
選
挙
人
に
代
つ
い

て
請
求
し
て
く
れ
ま
す
。

市
内
で
不
在
者
投
票
の
で
山

内
き
る
施
設
は
市
立
病
院
、
園
山

立
大
村
病
院
、
県
立
東
浦
病
山

内

院
、
清
和
国
で
す
。

~
①
船
員
が
船
上
で
投
票
す
る
山

場
合

総
ト
γ
数
二
十
ト
ン
以
上
九

(漁
船
は
三
十
ト
ン
以
上
)

の
船
舶
に
乗
船
し
て
業
務
な
ん

ど
に
従
事
中
の
船
員
は
船
長

山

ν

ま
た
は
そ
の
代
理
人
の
管
理
川

の
も
と
に
不
在
者
投
票
を
行
V

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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「
産
業
廃
棄
物
処
理
手
数
料
の
収

納
事
務
取
扱
い
方
法
に
つ
い
て
」

現
行
の
方
式
(
一
カ
月
分
を
ま
と

め
て
納
入
通
知
書
を
発
送
し
納
め

る
方
式
)
を
改
め
、
'処
理
手
数
料

の
前
納
方
式
に
変
更
し
ま
す
の
で

ご
協
力
下
さ
い
。

四
月
一

日
か
ら
産
業
廃
棄
物
を

りむおお市政だより(3) 

の

産
業
廃
棄
物
処
理
手
数
料

収
納
事
務
取
扱
い

戸、内、--'、p、園園周d、...... ・ーー・肉、向、--'、r、--、r、---'、r、・・-内》、.

り*

NBC公開録音など

3月25日"-'4月15日

.， A電7

b 栄く*さ

4
月

1
日
か
ら
変
更

埋
立
地

へ
搬
入
す
る
場
合
、
搬
入

前
に
市
衛
生
課
ま
た
は
三
浦

・
鈴

田
出
張
所
で
産
業
廃
棄
物
埋
立
処

理
願
の
事
務
手
続
き
を
と
り
、
処

理
手
数
料
を
大
村
市
公
金
取
扱
金

融
機
関
(
市
金
庫
)
ま
た
は
三
浦

・
鈴
田
出
張
所
へ

払
い
込
み
、
領

収
書
を
持
参
し
て
埋
立
地
へ
搬
入

恒
例
の
さ
く
ら
祭
り
は
い
よ
い

よ
三
月
二
十
五
日
か
ら
華
々
し
く

開
催
さ
れ
ま
す
。

観
光
協
会
で
は
、
さ
く
ら
祭
り

期
間
中
、
次
の
と
お
り
行
事
を
行

い
ま
す
の
で
皆
さ
ん
お
誘
い
合
せ

の
上
多
数
お
で
か
け
下
さ
い
。

な
お
、
四
月
六
日
に
行
わ
れ
ま

す
N
B
C
公
開
録
音
に
素
人
の
ど

自
慢
出
演
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

希
望
者
は
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

市
商
工
観
光
課

(
電
話
①
i
四
一

一
一
)
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

(
応
募
者
六
十
人
に
な
り
次
第
締

カt

築

く

よ

い

し
て
下
さ
い
。

搬
入
の
際
は
必
ず
管
理
人
へ
領

収
書
を
提
示
し
て
管
理
人
の
指
示

に
従
い
投
棄
し
て
下
さ
い
。
領
収

書
が
な
い
と
投
棄
で
き
ま
せ
ん
。

搬
入
時
間

平
日

午

前
九
時
1
午
後
五
時

土
曜
日
午
前
九
時
1
十
二
時

日
・
祭
日
は
搬
入
で
き
ま
せ

ん

指
定
産
業
廃
棄
物

付

木

く

ず

〔
木
材
ま
た
は
木
製

品
の
製
造
業
(
家
具
の
製
造
業

を
含
む
)
パ
ル
プ
製
造
業
及
び

輸
入
木
材
の
卸
売
業
に
係
る
も

の
に
限
る
(
お
が
く
ず
を
含

む

)

〕

同

建

設
廃
材
(
工
作
物
の
除
去

*
四
月
六
日
大
村
さ
く
ら
祭
り

M

N
B
C公
開
録
音

(
O時
三
十
一

分
か
ら
素
人
の
ど
自
慢
大
会

-J

P
日

市
内
八
地
区
対
抗
歌
合
戦
、
プ
日

ロ
歌
手
三
人
に
よ
る
歌
謡
パ

ラ

-

エ
テ
ィ
]
シ
ョ

l
)
大
村
公
園
山

屋
外
ス
テ
ー
ジ
、
雨
天
の
場
合
戸

は

市

民

会

館

「

切
り
ま
す
)

*
三
月
三
十
日

会

錦
鯉
品
評
即
売

* 示 四
即月

会日

十
日

植
木
市
展

9郎

土
に
伴
っ
て
生
じ

た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
破
片
、
そ

の
他
乙
れ
に
類

す
る
不
要
物
)

不
法
投
棄
の
禁
止

埋
立
地
以
外
の

場
所
に
廃
棄
物

の
不
法
投
棄
を

絶
対
に
し
な
い

乙
と

(
不
法
投

棄
を
す
れ
ば
法

律
に
よ
り
処
罰

さ
れ
る
乙
と
が

あ
り
ま
す
)

。
。
。

産業廃棄物処理手数料

「一単一 7立 下盃

!満載の場合1台につき I1，000円

分区

500円

大型貨物自動車による場合

(積載量表示 5t以上の車両をい う¥半載の場合1台につき

!満載の場合1台につ き

1半載の場合1台lζっき

400円普通貨物自動車による場合

(積載量2t以上の車両をいう〉 200円

‘.e・.. ・・
a.、‘・・.，・
.. ，‘.，・‘，・、
.e・.，
E'

・・
e‘.，・.，・、
..
 
・・.，・
.. ・‘.・・
.e--e・・
.e

局

齢

者

l乙

職

場

を
小型貨物自動車による場合

(積載量500Kg以上の車両をいう〉
100円1台につき

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

本
年
二
月
か
ら
老
人
福
祉
対
策

の
一
環
と
し
て
高
齢
者
無
料
職
業

紹
介
所
を
開
設
し
ま
し
た
と
こ
ろ

健
康
な
老
人
で
求
職
を
希
望
さ
れ

る
人
が
多
く
、
こ
れ
に
対
し
、
求

人
が
少
な
い
た
め
、
満
足
な
職
場

を
あ
っ
旋
し
、
喜
ん
で
働
い
て
い

た
だ
く
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ

100円

り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
職
種
で
高

齢
者
に
適
す
る
仕
事
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
臨
時

・パ

l
ト
に
か
か
わ

ら
ず
従
業
員
を
雇
入
れ
の
節
は、

当
所
に
お
申
し
込
み
下
さ
る
よ
う

各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

職
種

-

軽
作
業
、
雑
役
、
事
務
(
経
理
)

I 1台間き

1台につき軽貨物自動車による場合

100円

留
守
番
、
居
番
、
倉
庫
番
、
技
能

職
、
宿
直
、
守
衛、

夜
警
員
、
外

務
員
(
集
金
)
な
ど

申
込
先
西
三
城

町

八

大
村
市

社
会
福
祉
協
議
会
高
齢
者
無

料
職
業
紹
介
所

電
話
①
i
一
三
五

一

小
笠
原
丸
・
第
二
新

上記以外の車両等による場合

輿
丸
・
泰
東
丸
の
遺

族
を
探
し
て
い
ま
す

全
国
樺
太
連
盟
(
梅
内
正
雄
会

長
)
で
は
終
戦
百
後
、
小
笠
原
丸

第
二
新
興
丸
、
泰
東
丸
の
い
ず
れ

か
で
引
揚
げ
途
中
(
昭
和
二
十
年

八
月
二
十
二
日
朝
)
留
萌
沖
で
敵

潜
水
艦
の
砲
撃
を
受
け
て
殉
難
し

た
人
々
の
合
同
慰
霊
祭
を
行
う
た

め
、
そ
の
遺
族
を
探
し
て
い
ま
す

お
心
当
り
の
人
は
、
犠
牲
者
の

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
乗
船
名
と

遺
族
の
住
所
、
氏
名
と
犠
牲
者
と

の
続
柄
を
次
の
と
こ
ろ
へ
至
急
通

報
し
て
下
さ
い
。

社
団
法
人
全
国
樺
太
連
盟

東
京
都
港
区
麻
布
飯
倉
片
町
一

電
話

O
コ
丁
五
八
一
千

O
四
O
九

※
詳
し
く
は
市
社
会
課
へ
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ま
ち
づ
く
り
」

-}司

υu-一一一-一一-一一司し‘一
-
Z

三一一、
i
祖国一
ZE---
1
'h
=
一一一三、

rh・三一言工、
rh--一一ご三、

習
字
コ
ン
ク
ー
ル

-弓けh--z=・三唱け‘=---=---弓けaEz--=E-JhEta---三、けE-z-=三玉Jh--
-z-三百

むおお市政だより

市
民
憲
章
推
進
協
議
会
で
は
、

市
民
憲
章
啓
蒙
の
た
め
「
明
る
い

ま
ち
づ
く
り
」

習
字
コ
ン
ク
ー
ル

を
実
施
し
ま
し
た
と
乙
ろ
、
小
-

中
学
生
併
せ
て
、
九
百
凶
十
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
次
の
と
お
り
入
賞

者
を
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
作
品
は
、
後
日
市
役
所
、

図
書
館
な
ど
に
展
示
し
ま
す
。

マ
小
学
一
年

特

選

浜

崎
あ
っ
し
(
三
城
)

入
選
岩
田
ま
さ
子
(
大
村
)
川

内
ま
り
子
(
中
央
)
下
回
か
お
り

(竹
松
)
田
中
み
き
子

・
田
中
さ

よ
子

・
福
嶋
じ
ゅ
ん
こ

(松
原
)

噌

マ
小
学
二
年

特
選

福
田
夏
美

(三
城
)

入
選

紀
伊
康
信

(
大
村
)
富
永

修
司
・
上
回
聡
子
(
中
央
)
三
根

ま
ゆ
み
・
山
田
智
美

・
江
川
紀
子

(松
原
)

昭和50年3月15日
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悶

、ー

入

賞

者

発

表

マ
小
学
三
年

特

選

田

中
克
佳
(
松
原
)

入
選

大
戸
亀
久
美

・
清
水
涼
子

・
福
島
誠
子

(
松
原
)
坂
本
昌
平

・
中
川
由
香
(
大
村
)
細
川
英
樹

(
西
大
村
)
有
本
浩
隆
・

本
田
弥

生
・
下
回
保
守
・
坂
口
美
伸

(竹

松
)

マ
小
学
四
年

特
選

吉
田
薫

(竹
松
)

入

選

畑

田
三
枝
子

・
牛
島
理
佳

(
竹
松
)
岩
田
浩
子

・
黒
田
洋

一

郎
・

紀
伊
秀
明
(
大
村
)
杉
本
容

子

・
坂
根
か
お
る
(
三
城
)
永
野

ゆ
み
子
(
中
央
)
田
中
幸
子

・
山

口
洋

一
(
松
原
)

マ
小
学
五
年

特
選

雪
山
美
代
子

(竹
松
)

入
選

堀
耕
造

・
牛
嶋
理
恵

(竹

松
)
浜
崎
美
雪

・
福
田
真
実

・
牛

島
由
美
子

(
三
城
)
塩
崎
正
・
久

保
貴
子

・
山
道
雅
範
(
西
大
村
)

の

百一一川

る

明

福
田
成
美
・
福
嶋
幸

一
郎
(
松

原
V

マ
小
学
六
年

別

特

選

山

口
由
香
里

(
三
城
)

入
選
富
浦
京
子
・
相
田
安
浩

(
大
村
)
竹
下
正
好
・

平
松

一
郎

(
西
大
村
)
出
水
通
公

(
萱
瀬
)

野
田
昭
宏
(
竹
松
)
兵
頭
哲
(
福

重
)
田
中
勝
人
・
田
中
佳
代
子
・

山
口
百
子

(松
原
)

マ
中
学
一
年

特
選
田
中
明
子
(
西
中
)

入

選

田

中
聡
浩

(
西
中
)
竹
内

峰
行
・
力
根
淳
子

(郡
中
)

マ
中
学
二
年

特
選
楢
林
順
子
(
郡
中
V

入

選

田

中
智
子

(
郡
中
)
池
尾

幸

・
田
崎
操
(
西
中〉

マ
中
学
三
年

特

選

増

田
藍
子

(
郡
中
)

入
選

太
田
美
穂

(郡
中
)
山
口

純

E
(萱
中
)
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二
月
二
十
二
日
市
民
会
館
で
第

十
一

回
の
市
特
産
物
共
進
会
が
盛

大
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

ノ
リ
、
ワ
カ

メ
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
、

鶏
卵
な
ど
百
七
点
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。即

売
会
で
は

ノ
リ
、
ワ
カ

メ

な
ど
売
り
切
れ

る
盛
況
ぶ
り
で

終
了
し
ま
し
た

当
日
出
品
さ

れ
た
特
産
物
の

審
査
結
果
は
次

の
と
お
り
で
し

川

ヲ

O
川
ム
一
A

W
T
w
進

川
北
ハ

…
つ
州

川
物

…
宇
佐
川
産

…
春
…
特

。
ノ
リ
の
部

(名
誉
賞
)
小
浜
三
次
郎

(優
秀
賞
)
道
崎
昭
二
、
川
原
直

太
郎
、
加
藤
久、

長
与
由
次
郎

い

郷

土

を

。
ワ
カ
メ
の
部

(名
誉
賞
)
今
道
好
太
郎
、
岩
崎

練
一

、
田
中
勘

て

液
海
辰
好

二
島
徳

一

(優
秀
賞
)
田
中
吉
夫
、
一出向
島
幸

四
郎
、
藤
本
万
作
、
梅
原
菊
次

郎
、
松
浦
勇
、
松
尾
重
松
、
中

出
品
物
(
ワ
カ
メ
)
の
審
査
風
景

生

む

力

島
良
明
、
浅
田
義
則
、
杉
島
善

作、

松
尾
豊
明、

松
尾
次
雄
、

川
勝
克
、
松
田
徳
雄
、
人
々
里
重

雄
、
田
中
伊
作

。
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
部

(名
誉
賞
)
山
添
一
男
、

桑
原
巌

(優
秀
賞
)
深
堀
作
雄
、

滝
原
博

福
田
正
英
、

武
藤
幸
子
、
大
石

正
幸
、
牧
山
末
蔵

。
語
卵
の
部

(名
誉
賞
)
田
川
武
夫
、
川
添
昇

鶴
栄

(
優
秀
賞
)
出
口
福
美
、
出
口
ヒ

デ
、
山
口
貢
、
雪
山
久
美
、

川

本
勝
海
、
三
岳
久
夫
、
梶
原
求

山
本
米
作
、
山
本
栄
作

句

-a--.
，‘a-E
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-
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市

民

の

厚

生

施

設

「

小

浜

お

お

こ お 料食四 お 騰 近 て 荘 浜 小生をとな場
と り を 事 月むに年い」ぉ 浜 施図福 心を市
に'改 下 料 ーら 伴 のまをお町設る 祉 身 与 民
な訂記・ 日荘い 物 す 聞 にとたののえに
りすの 休 か で、価が 設 む「し め増健 、1/
まると 憩 らもお高、しら小て厚進 康 もク

つリ

小浜 お お む ら 荏 使 用 料 てエ
市 l
民 シ
のョ
健 ン
全 の

む
ら
荘
」

料

改

金

言T

し
た
。
な
お
、
宿
泊
料
は
す
え
置

か
れ
ま
す
。

区分
1人-2人 まで13人以 1人-4人 まで 5人以上

宿官 上

600円450f-Ll1 600円 450円

泊 以上 900円 750f-l-l1 900円 750円

料 以上 700同 550JIlI 700円 550円

休1人憩1時料間 l
50円

食事 料 朝 食 i夕 食 |特 別食
250円 600円 600円以上

備 考
入湯税40円、 採暖料1台につき 50円

奉仕料10%，を加算する
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注
射
と
検
診

園
胃
ガ
ン
の
集
団
検
診

成
人
病
の
う
ち
脳
卒
中
、
心
臓

病
を
東

ω横
綱
に
例
え
れ
ば
、
西

の
碕
綱
に
あ
た
る
も
の
は
ガ
ン
で

す
。死

亡
統
計
を
み
ま
す
と
、
三
十

五
歳
を
過
ぎ
る
こ
ろ
か
ら
ガ
ン
で

死
亡
す
る
人
が
ふ
え
、
六
十
四
歳

ま
で
は
日
本
人
の
死
因
の
ト
ッ
プ

に
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
ガ

ン
の
中
で
も
、

胃
ガ

ン
は
日
本
が
世
界
で
一
番
多
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
市
で
も
、

胃
刀

ン
予

防
の
一
環
と
し
て
、

次
の
よ
う
な

方
法
で
集
団
検
診
を
行
い
ま
す
の

で
希
望
者
は
単
目
に
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。

対
象
者

四
十
歳
以
上
の
人

料
金

無
料

検
診
方
法

胃
の
集
団
検
診
車
に

よ
ろ
撮
影
検
査

申
込
方
法

六
月
十
日
ま
で
に
ハ

ガ
キ
ま
た
は
電
話
で
住
所
、
氏

りむおお市政だより(5) 

国
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

対
象

生
後
九
十

一
日
以
上
の
犬

手
数
料

登
録

二
顕

三
百
円

注
射

二
期
四
百
円
(
予
定
)

犬
は
丈
夫
な
鎖
な
ど
で
つ
な
い

で
つ
れ
て
来
て
下
さ
い
。

ま
た
]
登
録
と
注
射
が
す
ん
だ

犬
に
は
、
首
輪
に
必
ず
鑑
札
を
つ

け
て
下
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
受
付
が
混
雑
し

ま
す
の
で
、
つ
り
銭
が
い
ら
な
い

よ
う
ど
協
力
下
さ
い。

圃
犬
の
避
妊
を

狂
犬
病
定
期
予
防
注
射
実
施
期

間
中
に
申
請
の
あ
っ
た
も
の
に
対

し
て
は
、
補
助
金
が
つ
き
ま
す
。

， 
d 犬の登録と狂犬病予防注射日程表

4曜?|実 施 場 所 |実施時間 |

4月 7日I-=t::- ~JL ;:;r::: 11 n. {)("¥ ~ 1 C' . nnl 
(月)~ 1市役所 110:00----15:001

今村公 民 館 10:30"""" 11 : OO! 

14月8日|溝陸 公 民館 11:15-11:30' 

火三浦出張所 113:30-14:001 

農協西部営業所 !14:30-15:001

1 |平小)11 (倉田由1叩 """"10:刊

4月9日じ 田 出-lU(水) I岩松樹

|大名武婦人ホーム14:30-15:00
4月10日|中地区 i， ri.fin 1 c:onnl 
(木) | 住 民セン タ- 110:00~15:001

|福重出張所 110:30""""11:301 
4月11日|一一一一一一一一一|

|富 ノ原公民館 113:00........14:001 
(金) I 卜 i

横松 公民館 114:30........15:00:

諏 訪 公民館 110:00........11:30 
4月14日 |

池 田 公 民 館 113:30""""14:20
(月) 一一|

微神堂前広場 114:40........15:10 

1 野岳湖パス停|叩.......1什1:巧O∞0
J 口 l

(火) 1松原 出 張 所 13: 00 ----14: 00 

1 武留路 公民館 !14:30-15:001
4月16日。 11fiofifi_ 1 c: .nnl 

(水) 竹松 出 張 所 110:00.....15:00

1E直 立 F00-10:15 

黒木小学校下 110:30-11:00 

4月刊久良原営林署hE二日0'

|萱瀬出張所 113:00-14: 00: 

|南川内(鶴本宅前)114:15-14:30 

!萱瀬小学校長雨二日b
i農協 第一支所 115:ト 16:00

4月18日|大 村 保健所 110:00-15:001
(金 1 /'- 'r:J 'Vl'- 'Ptt rJl 1 

※ 12時から 13時までは休けいします

V
オ
ス

一
頭
当
り
手
術
料

三

千
円

(
飼
い
主
二
千
五
百
円
負

担
)

V
メ
ス

一
一
回
当
り
手
術
料

六

千
円
(
飼
い
主
五
千
円
負
担
)

※
希
望
者
は
、

印
鑑
持
参
の
上
予

防
接
種
会
場
で
申
し
込
み
下
さ

毘
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

出品今
回
は
、
皆
さ
ん
に
う
れ
し
い

ニュ

ー
ス
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
ノ

皆
さ
ん
が
、

健
康
に
関
す
る
相

談
を
気
軽
に
さ
れ
ま
す
よ
う
に
、

市
役
所
内
に
健
康
相
談
室
(
旧
開

曜日|よ~品)!C1
LffFJj_為)l相談内占-lいら窓口

1" -' I ~_一一一一一i _ __ . ，，_  ~， I でれ 健次 社

I 7k 1 D+~.t1'l~;t 第 1 ・ 2 ・ 3 水 1 1 乳幼児の健 | 下 た婦の 跡
|水 |妊婦相談曜日

1 

康相談 |さ人不と)

妊婦教室
1

2妊婦の健康 |いは在おを
! _'~~ ''': :': _1相談 の り 設
第1・3金曜日| 衛折でけ

ÉIIHI't~):， '13.一般健康相 生 相 すま

i金 l妊婦相談 一般脳 l談 1 2?。 し
! 第2・4金曜日14.その他保健 | た
| 乳幼児相球 | 指導 l C4  
| 一一一.L~__I おえ 内

圃
献
血
受
付
日
の
変
更

四
月

一
日
か
ら
献
血
受
付
日
を

次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

献
血
受
付
日

毎
週
火
曜
日

場
所国

立
大
村
病
院
救
急
室

午
前
十
時
1
十
二
時

大
村
市
立
病
院
内
科
室

午
後

一
時

1
三
時

尊
い
生
命
を
守
る
た
め
献
血
に

と
協
力
下
さ
い
。

長
崎
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

-
妊
婦
教
室

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
な
か

の
中
の
赤
ち
-f

ん
の
様

子
は
い
か
が
で
す
か
。

「お

は
よ
う
」

っ
て
、

お
母
さ
ん

の
お
な
か
を
つ
つ

い
て
い
ま
す
か

つ
わ
り
は
ど
う
で
す
か
。

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら
、
ぜ

ひ
母
乳
で
:
:
:
と
、
は
じ
め
て
の

妊
娠
と
な
る
と
、
さ
さ
い
な
事
も

(木)

気
に
な
り
が
ち
で
す
ね
。
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
お
産
に
の
ぞ
ま
れ
る

よ
う
に
、
ご
相
談
に
応
じ
た
い
と

思
い
ま
す
。

※
初
妊
婦
の
人
は
、
で
き
る
だ
け

出
席
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し

ま
す
。

内容 |

・母子保健法につ、て 1 
4月2日| i

・妊娠中の生活(乳房マッサージ実習)1
.お産と産後の生活(補助動作の実習)1

4月9日| !
・育児について (休浴実習

・家族計画 | 
4月16日 .:uL..#r.l______. /.-s:t-..h-. .A-....0::::f::7~ ， 

・栄養について (貧血食実習

日

市役所健農相談室

午後 1時から

所

間

O場

O 時

月



(6) 

集

※ 
詳す教願
し。育書
く 委そ
は員の
市会他
教事 必
育務要
委局な
員 lと書
会あ類
へ りは

ま 市

募

り

園
長
崎
県
育
英
会

奨
学
生
を
募
集

む

公

売

お お

資
格
長
崎
県
に
本
籍
を
有
す
る

人
、
ま
た
は
本
県
に
五
年
以
上

居
住
す
る
人
で
、
県
内
の
高
校

を
卒
業
し
大
学
に
在
学
す
る
学

生
で
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学

困
難
な
人
(
短
大

・
大
学
院
を

除
く
)

募
集
期
間

十
日

申
込
先

公
売
物
件

松
並
児
童
公
園
内
不
用
建
物

所
在
地

乾
馬
場
郷
二
二
二
番
地

四
(
松
永
整
形
外
科
横
)

構
造

軽
量
鉄
骨
造
ス
レ
ー
ト
葺

平
家
建

圃
市
の
不
用
物
件

を

公

売

市政だより

三
月
二
十
日

l
五
月

日
間

只
d

川

月
川

q
u
山

年
酬

nu
川

R
J
川

和
川

昭
川

市
教
育
委
員
会

u
d
-
-
.
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a
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M

社

会

福

祉

事

業

費

へ

は

学

級

費

の

残

金

を

川

、

金

一

封

ム

大

村

市

青

年

団

連

絡
協
議
会
で
川

一一た

ム

原

口

町

の

井

上

武

は

チ

干

リ

テ

ィ

l
ォ
l
ク
シ
ョ
…

し

・
治
さ
ん
は
亡
山

崎

ン

を
催

さ

れ

益

金

を

川

m

d

チ
ヨ
さ
ん
の
忌
明

ム
大
村
中
学
校
第
四
回
卒
業
同
窓
山

'

t

u

-

-

"

 

川

、

さ

に

当

り

生

は

同

窓

会

の

剰
余

金

を

…

川

ご

ム

中

里
郷
の
金
子
真

ム
久
原
団
地
の
紀
伊
鈴
子
さ
ん
は
…

川
』
つ

澄
さ

ん

は

亡

母

キ

亡

夫

健
次
さ
ん
の
忌
明
に
当
り
山

川

浩

ン

さ

ん

の

忌
明
に

ム
玖
島
中
三
年
八
組
の
皆
さ
ん
は
川

山

北

u

d

当
り

文
化
祭
の
益
金
を

N

H

ν

 

…

あ

ム

玖
島
中
一
年
五
組
清
和
国
ヘ

川

付

の

皆

さ

ん

は

文

化

ム

武
部
郷
の
柴
田
義
磨
さ
ん
は
拾
川

山

守

祭
バ

ザ

!

の

売

上

得

金

の

報
労

金

を

川

• 

川

こ

金

な

ど

を

奨

学

金

の

一

部

と

し

て

金

一

封

内

=、

ム

園

芸

高

校

造

園

科

A
向
陽
町
の
田
中
幸
代
さ
ん
は
亡

w

卒
業
生
の
皆
さ
ん
夫
末
雄
さ
ん
の
忌
明
に
当
り
。
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面

積

五

0
・
六

od

公
売
方
法
一
般
競
争
入
札

現
地
説
明
三
月
二
十
日

午
前
十
時

1
十
一
時

入
札
の
日
時
及
び
場
所

三
月
二
十
日
午
後
一
時

1
一
時

三
十
分
市
役
所
第
三
会
議
室

入
札
保
証
金
入
札
見
積
額
の
百

分
の
五
以
上
の
現
金

※
詳
し
く
は
市
財
政
課
管
財
係
へ

ス
ポ
ー
ツ

圃
婦
人
の
健
康
・
体
力

つ
く
り
相
談
日

婦
人
の
健
康
と
体
力
を
維
持
・

増
進
し
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く

健
康
で
は
つ
ら
つ
と
し
た
心
身
を

つ
く
る
た
め
に
、
次
の
と
お
り
相

談
日
を
開
設
し
ま
す
。

日

時

三

月

二

十

八

日

(
金
)

午
前
十
時

1
十
二
時

場
所
市
民
体
育
館

対
象

家
庭
婦
人

受

講

料

無

料

内

容

・

講
話

・
質
疑
応
答

.
座
談
会

市
教
育
委
員
会

国
市
民

オ
リ
エ
ン
テ
l
リ
ン
ゲ

大

会

三
月
二
十
三
日
(
日
)

午
前
九
時

集

合

場

所

忠

霊
塔
広
場

携
行
品
歩
け
る
服
装
、
赤
ボ

l

ル
ペ

γ
、
昼
食

。

コ
ン
パ
ス
、
地
図
は
貸
し
ま
す

申

込

家

族

(
三

l
五
人
)
、
グ

ル
ー
プ
、
個
人
の
い
ず
れ
か
の

単
位
で
、
は
が
き
に
責
任
者
の

住
所
、
氏
名
と
全
員
の
年
齢
、

性
別
を
記
入
し
三
月
二
十
二
日

ま
で
に
市
教
育
委
員
会
体
育
課

へ
主
催

日
時

市
教
育
委
員
会

大
村
山
岳
会

※
詳
し
く
は
市
体
育
課
へ

催
し
も
の

園
第
二
回
大
村
音
楽

同
好
会
定
期
演
奏
会

大
村
音
楽
同
好
会
で
は
、
「
め

ぐ
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
に
愛
の

手
を
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

主

催

チ

ャ
リ
テ
ィ

i
コ
ン
サ
ー
ト
を
行

講

師

い

ま

す

。

市
立
病
院
副
院

長

早

田

正

裕

期

日

-三
月
二
十
二
日
(
土
)

市

体

育

課

長

中

島

茂

時

間

午

後

六

時
三
十
分
か
ら

‘. ， 

市
民
会
館

大
村
音
楽
同
好
会

森
川
一
弥
と
パ

l
ル
ハ
ワ

イ
ア
ン
ズ
(
友
情
出
演
)

入

場

料

三

百

円

出会
漬場

そ

の

他

-
錦
鯉
の
品
評
会
と

即

売

日
時

三
月
三
十
日

午
前
九
時

t
午
後
四
時

大
村
公
圏
内

観
光
協
会
前

大
村
愛
鱗
会

場
所

主
催

ヰ〕ml由|怜記量商品 3L8I 281 I 32 

購入商品正確度表-
消
費
者
モ
ニ
タ
ー

ロW
H

主キ

止と
Eコ

市
が
消
費
者
モ

ニ
タ
ー
(
市
内

主
婦
十
人
)
に
依
頼
し
て
行
っ
た

購
入
商
品
の
調
査
報
告
集
計
(
四

カ
月
分
)
は
右
の
表
の
と
お
り
で

す
。園

水

道

料

金

取
り
ま
と
め
納
入
を

λ 

A 
Z玄

※ l乎称量商品……はかり売り商品

表記量商品……袋にグラム表示をして
ある商品

水
道
料
金
を
取
り
ま
と
め
納
付

さ
れ
ま
す
と
一
件
に
つ
き
十
七
円

の
報
償
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
は
、
町
内
会
、
老
人
会
.

婦
人
会
、
子
供
会
な
ど
で
、
お
願

い
で
き
る
と
な
れ
ば
、

詳
し
く
説

明
に
伺
い
ま
す
。

現
在
、
各
町
務
連
絡
員
さ
ん
に

ご
相
談

に
回
っ
て
お
り
ま
す
の
で

町
内
会
で
取
り
ま
と
め
結
成
方
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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